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北 条 砂 丘 地 区 土 地 改 良 事

県営、団体営畑地かんがい事業　（Ｓ２７～Ｓ４０）
県営ほ場整備事業　（Ｓ４２～Ｓ５７）
県営かんがい排水事業　（Ｓ５５～Ｈ３）
県営畑地帯総合整備事業　（Ｈ１２～Ｈ２０）
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この地図は、国土地理院発行の5万分の1地形図を使用したものである。



Ⅰ．北条砂丘の土地改良事業                 

 北条砂丘は、戦後の砂丘農地の近代化に向けて、50年にも亘る様々な土地改良事業の実施

と農家の努力により、現在では全国有数の優良砂丘農業地帯へと発展を遂げている。 

 永年の間、不毛の砂丘地であったこの地域の歴史と土地改良事業の実施経過について紹介

する。 

Ⅱ．北条砂丘の「嫁ゴロシ」（事業着手前の姿）           

１．砂丘の生い立ち 

 北条砂丘は、鳥取県の中央部に位置し、天神川の下流、日本海に沿って発達した海岸砂丘

で、東西10km、南北1.5kmにわたって分布している。 

この砂丘は、洪積世末期、中国山地の風化花崗岩が天神川を流下し日本海の漂砂となり、

風力・潮流・波浪による複合作用で形成されたものと考えられている。この間、砂の堆積と

国立公園「大山」の噴火による火山灰の堆積が交互に見られる。 

砂丘の断面図
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２．砂丘の利用状況 

 その後、永らく放置されて来た砂丘も、旧藩時代に入り、民生の安定と年貢の増徴のため、

鳥取藩により、植林・開畑が進められたが飛砂によりほとんど失敗した。たとえ開畑に成功

しても、たちまちかんがい用水に困り、畑の収益性の見込みが立たないなどで開発は進まな

かったが、大正初期から製糸業の好況に伴い桑園の経営が進められ、戦中・戦後の食糧増産

時代に入り甘ショ等が栽培されるようになった。 

 これらは、いずれも用水源として砂丘低位部

に約 560か所「浜井戸」と言われる小規模な池

を掘り、これから炎天下に人の肩により用水を

汲み上げ、かん水する方法にたよっていた。こ

れはいわゆる北条砂丘の「嫁ゴロシ」と言われ

る過酷な労働であり、経営も集落周辺の限られ

た面積に止まっていた。 

▲「嫁ゴロシ」と呼ばれた当時のかん水作業  



Ⅲ．砂丘に「水」を（昭和27～40年度）            

～県営・団体営畑地かんがい事業のあらまし～ 

１．事業のはじまり 

この約1,000haに及ぶ砂丘地は、一部を除き関係農家に収益を及ぼすことなく、いわば「無

用の長物」であったが、昭和20年代に至り、これを開発利用し、農家経営を安定させようと

いう気運が地元有志の間で高まり県営畑地かんがい事業として、昭和27年より着手すること

になった。 

２．事業のあらまし 

(1) 作付計画と用水計画 

  この事業は615町歩の砂丘畑にかんがいを行うもので、かんがいのための必要水量や頻

度については従来、農家が実際にかん水している状況と実験値によって、各作物の１日水

量（水深で示す）を次表のように決定し、これによって各作物の作付反別を次表のように

推定して用水量を求めた。 

作物名 
面 積 

（ha）  （町） 

給水深 

（mm/日） 

純用水量 

（ｍ3/日） 
備  考 

ブドウ 101.5 102.3 4.8 4,827 

桑 116.9 117.9 5.0 5,845 

甘ショ 175.5 177.0 6.0 10,530 

スイカ  21.6 21.8 5.0 1,080 

陸 稲 191.4 193.0 6.3 12,058 

潰町３町歩を除く 

計 606.9 612.0 6.2 34,385  

すなわち純用水量34,385ｍ3/日となり、水路内損失12％を見込んだ全用水量は0.895 

ｍ3/秒となる。(34,385ｍ3/日×1.12)÷(12時間×60分×60秒)≒0.895ｍ3/秒 

 

(2) 県営事業（基幹事業） 

 用水源は天神川の河口から約1.6キロの上流地点にコンクリート堰堤を新設、第1揚水

機場吸水槽に導水し、口径700mm渦巻ポンプによって幹線水路に揚水する。 

  第2揚水機場までは開渠、逆サイフォン、暗渠によって導水し、第2揚水機場で第2段

目の揚水を行い第3揚水機場まで逆サイフォンによって送水する。 

  第3揚水機場によって加圧された水は石綿管によって末端まで配水される。 



 

種  別 事業量 施行年度 摘     要 

頭 首 工 1ヶ所 S29～30 固定堰,土砂吐角落５門,堰長143m 

揚 水 機 場 4ヶ所   

 第１揚水機場 1ヶ所 S31～32 ﾎﾟﾝﾌﾟ口径700mm渦巻,ﾓｰﾀｰ 300㏋1台 

 第２揚水機場 1ヶ所 S33～34 ﾎﾟﾝﾌﾟ口径450×500mm渦巻,ﾓｰﾀｰ 150㏋1台 

 第３揚水機場 1ヶ所 S35～37 
ﾎﾟﾝﾌﾟ口径 180×260mm渦巻,300×400mm渦巻ﾓｰﾀｰ

85kw160kw 各1台 

 第４揚水機場 1ヶ所 S31～33 ﾎﾟﾝﾌﾟ口径200mm渦巻,ﾓｰﾀｰ 40㏋1台 

用 水 路 
9,144m  

2ヶ所 
  

 大幹線用水路 8,973m S27～37 
開渠1,594m,ｻｲﾌｫﾝ3,106m,暗渠320m 

径700～350mm,石綿ﾊﾟｲﾌﾟ 3,953m 

 小幹線用水路 171m S33   径400mmﾋｭｰﾑ管 

  調 整 池 2ヶ所 S35～37 
大きさ20×60×1.8m  容量1,980m3 

大きさ30×12×1.1m  容量396m3 

貯 水 槽 5ヶ所 S37 容量 164m3,100m3,400m3,600m3,1,124m3 

電 気 設 備 1 式 S31～36 送電線8,980m,東配電線1,970m,西配電線2,986m 

電 話 設 備 1 式 S34～37 磁石式有線電話4,956m 

工  期  昭和27年度着手～昭和39年度完了 

総事業費  269,610千円 

 

(3) 団体営事業（末端事業） 

末端事業として第1～第3揚水機間に5ヶ所の小型揚水機場を設けて末端配水管で加圧

配水する。 



  かんがい方法は第3揚水機場より上流部334町はぶどう園が多く、傾斜地も多いのでホ

ースかんがいとし、下流部281町は移動式スプリンクラーかんがいとした。末端配水管は

ホースかんがい地区においては50ｍ間隔に埋設し、これに30ｍ間隔で立ち上がり給水栓を

取付ける。かん水所要時間は反当1～1.5時間で2.7町を1散水区として交代でかん水を行

う。第3揚水機場より下流のスプリンクラー地区の末端配水管の間隔は96ｍとし18ｍ間隔

で立ち上がりを取付けこれにポータブルセットを連結して散水する。 

 

ﾌﾞﾛｯｸ名 種 別 事業量 施行年度 摘    要 

江 北 

（66町） 

揚水機場 

 

配 水 路 

2ヶ所 

 

10,802m 

S32 

 

S31～32 

第1揚水機場口径200mm30㏋1台 

第2揚水機場口径150mm25㏋1台 

径300～100mm石綿ﾊﾟｲﾌﾟ 

国 坂 

（48町） 

揚水機場 

配 水 路 

1ヶ所 

8,721m 

S31 

S30～32 

口径160mm15㏋1台 

径250～100mmﾋｭｰﾑ管 

国 坂 西 

（100町） 

揚水機場 

配 水 路 

1ヶ所 

12,750m 

S33 

S33～34 

口径200mm40㏋2台 

径450～100mm石綿ﾊﾟｲﾌﾟ 

弓 原 

（120町） 

揚水機場 

配 水 路 

1ヶ所 

31,731m 

S36～38 

S36～38 

口径200mm60㏋1台 

径450～100mm石綿ﾊﾟｲﾌﾟ 

松 神 

（86町） 
配 水 路 14,022m S35～36 径350～100mm石綿ﾊﾟｲﾌﾟ 

東 園 

（86町） 
配 水 路 17,656m S36 径300～100mm石綿ﾊﾟｲﾌﾟ 

由良西園 

（112町） 
配 水 路 18,493m S37～38 径300～100mm石綿ﾊﾟｲﾌﾟ 

由良西浜 

（50町） 

配 水 路 

貯 水 槽 

揚水機場 

88,134m 

1ヶ所 

1ヶ所 

S39 

 

S40 

口径400～100mm石綿管 

ﾎﾟﾝﾌﾟ口径200mm渦巻ﾎﾟﾝﾌﾟ 

ﾓｰﾀｰ 35kW 

工  期  昭和31年度着手～昭和40年度完了 

総事業費  283,260千円 

 

▲手間のかかっていたホースかんがい 



Ⅳ．土地基盤の整備（昭和42～57年度）             

～ 県営ほ場整備事業のあらまし ～ 

１．事業のはじまり 

 北条砂丘地区は、その生成、開発過程から地形は起伏が多く、畑の形状も不規則で、道路

も関係部落から地区内を放射状に走り地区を縦貫するものは皆無で近代的農業を営むために

は、早晩行き詰まることが予想された。 

 特に畑地かんがい施設の整備後は、区画形状の不整のためかん水に大きな支障を感じるよ

うになった。 

 このため昭和42年度より地区をⅠ期地区、Ⅱ期地区の2つに分かち県営ほ場整備事業とし

て近代畑地農業の基盤造りに着手した。 

２．地域および地積 

 北条砂丘地区は、旧北条町と旧大栄町の２町にまたがる地域であったが、平成17年10月

の町合併により、２町は北栄町となっている。 

   耕地  

町名 
田 

（ha） 

畑 

（ha） 

樹園地 

（ha） 

計 

（ha） 
摘   要 

旧大栄町 － 266.3  15.1 281.4 

旧北条町 － 306.7 164.9 471.6 

計 － 573.0 180.0 753.0 

樹園地の大部分はぶど

う、桑であった。 

３．事業の概要 

(1) 区画の構成 

  標準耕区は、既設畑地かんがい事業によるスプリンクラーの支配面積（36×96ｍ=34.6

ａ 及び30×100ｍ=30ａ）とし、ほ区は21～24耕区で構成し、短辺192～200ｍ、長辺360

～378ｍの7.2 haとした。 

(2) 整地工（729.7 ha） 

  畑の傾斜度を3°(約1/20)に修正した。 

(3) 道路工 

（74,309ｍうちｱｽﾌｧﾙﾄ舗装17,793ｍ） 

幹線道路は、地区を東西に縦貫して        

起終点を国道9号線と結ぶ全幅6.5 ｍ  

（車道幅員5.5ｍ）の2車線アスファル  

ト道路である。 

標　準　区　画　図

区　　　　分
耕区の形状

摘　　　　　要
短辺 長辺

ホ ー ス 散 水
で あ っ た 地 区

30m 100m 既設給水栓間隔30m

移 動 式 ｽ ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ｸ ﾗ ｰ
で あ っ た 地 区

32m
36m

96m
 給水栓間隔18mの2列短辺36m
 　　〃　　16m　　〃 　32m



 支線道路は、幹線と関係部落または耕

地の集団地を結ぶ全幅6.0ｍ（車幅5.0ｍ）

の1車道アスファルト道路である。 

  耕作道路は、末端の道路網で、全幅4.0、

5.0ｍ（車幅3.0、4.0ｍ）の砕石舗装であ

るが、支線的役割を果たしている路線は

アスファルト舗装をした。 

(4) 用水工（畑かん施設497,800ｍ） 

 団体営畑かん事業により設置したホー      

スかんがい及び移動式スプリンクラーを 

固定式に改良し、散水労力の軽減を図っ  

た。 

(5) 暗渠排水計画（129.4 ha） 

  地区内の低位部においては、降雨によ  

り地下水位が上昇し湛水または過湿とな 

る。地下水位が畑面下50cm以上で1日以  

上続かないようにし、湿害に弱い「なが 

いも」の被害を防ぐ。 

(6) 工期及び総事業費 

 工  期 

  昭和42年度着手～昭和57年度完了 

総事業費 

 北 条 砂 丘 地 区     829,490千円 

  北条砂丘Ⅱ期地区  1,458,500千円 

      計      2,287,990千円 

 
▲ほ場整備により起状修正された砂丘畑 

道路標準
断 面 図

用水路工
末端配管標準図

暗渠排水標準断面図



Ⅴ．営農省力化とかんがい自動化（昭和55～平成3年度）             

～ 県営かんがい排水事業のあらまし ～ 

１．事業の経緯 

 昭和27～40年の「北条砂丘畑地かんがい事業」は，天神川に頭首工を新設し、揚水機・開

渠・サイフォン・管路方式による導水と、末端の加圧揚水機によってホース及び移動式スプ

リンクラーでかんがいして、不毛の砂丘地に長イモ・タバコ・スイカ・ブドウ等を栽培し、

砂丘特産物としての位置づけを確立した。 

 また、昭和42～56年の「北条砂丘地区及び北条砂丘Ⅱ期地区県営ほ場整備事業」では区画

形状の改善、用排水路・道路・暗渠排水の整備と畑地の集団化等を総合的に実施し、労働生

産性を高めてきた。 

 しかし、これらの事業によるかんがい施設は、人為操作による方式であるため、栽培作物

のハウス化及びローテーションの乱れによる水圧の低下等に起因するトラブルを発生させて

いる状況であった。 

 このため、一連のかんがい施設を自動化することにより、水管理作業の大幅な省力化と限

られた水の合理的利用を図り、地区全体の水管理体制を強化するため、本事業に取り組んだ。 

２．事業の地域と面積 

 旧北条町 478 ha 、旧大栄町 248 ha 、計 726 ha 

３．作付計画と用水計画 

計画基準年  昭和53年（3～10月の期間で、必要かん水日数の1/10年確率） 

間 断 日 数  2日 

かんがい効率  80%（かんがい85％、送水95％） 

作物及び単位用水量 

作 物 名 作 付 面 積 最大日消費量 Ｔ Ｒ Ａ Ｍ 

長 イ モ 332.0ha 6.5mm（8月） 17.3mm 

ブ ド ウ 154.7ha 6.0mm（8月） 16.4mm 

タ バ コ 115.1ha 6.0mm（6月） 13.0mm 

蔬    菜 124.2ha 5.0mm（8月） 13.0mm 

計 726.0ha   

 



水管理組織模式図

地区全体
　726.0 ha

かんがいﾌﾞﾛｯｸ
　　　80.7ha

　　　　 (平均)
輪番ﾌﾞﾛｯｸ
　　 12.0ha

　　　(平均)散水

ﾌﾞﾛｯｸ
0.6ha(平均)

注１）　かんがいブロックは、輪番ブロック平均７区を１単位とする。

注２）　輪番ブロックは、散水ブロック20区を１単位とする。

４．かんがい施設の自動化 

(1) 基幹制御施設工 

  地区中央部のかん水センターで、地区内に分散している水利諸施設の集中監視制御を行

う。これによって地区内の揚水機、加圧機（5ヶ所、10台）をノーマンコントロールし、

地区全体の用水の配分を迅速かつスムーズに行う。 

  一方散水についても、かん水センターで9ヶ所の散水制御盤のON、OFF監視をする。 

基 幹 制 御 シ ス テ ム

Ａ　引込受電または
　　　引込受変電設備
Ｂ　ポンプ制御設備
Ｃ　流量制御設備
Ｄ　直流電源設備
Ｅ　自家発電設備
Ⓟ　ポンプ設備

Ｆ　散水制御設備
　　電磁弁
Ｇ　計装設備
Ｈ　ＴＣ/ＴＭ設備
Ｉ　監視設備
Ｊ　操作設備
　　計測設備
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 ▲集中監視操作を行う「かん水センター」     ▲各散水管理所に設置された散水制御盤 

(2) 末端制御施設工 

  地区全体を9区のかんがいブロックとし、   

各かんがいブロックの散水管理所に設置す  

る散水制御盤でタイマー・順次・飛越等の散 

水プログラムを設定し、散水ブロック毎に設 

けられた電磁弁の開閉の自動化を行う。 



５．頭首工改修工（1ヶ所） 

 水源は、昭和 29～30年に県営畑かん事業で設置した既設頭首工を利用し、天神川から

Q=0.895m3/sec取水する。しかし土砂吐は角落し式であるため、洪水時には操作不能となる

ので自動転倒ゲートに改修した。 

６．水路施設工 

(1) 幹線水路施設工(7,560ｍ) 

第1揚水機場から国坂揚水機場までの1号幹線水路は、自動化に伴い開水路をクローズ

ドパイプライン（FRPMφ800mm）にした。 

 また第2揚水機場から由良西浜分水までの3号幹線水路についても老朽した石綿管を畑

面下から道路敷に移転し、グクタイル鋳鉄管（φ400～φ800mm）に更新した。 

  なお、2号幹線水路はオープン水路であり、途中の分水もなく自動化に支障がないので

既設利用とした。 

(2) 末端水路施設工 

 現況の末端施設は、バルブによる手動操  

作であったが、散水ブロック（約0.6ha）  

毎に電磁弁を設け、散水制御盤に与えられ  

た条件により自動的に弁を開閉し散水を  

行う。 

７．揚水機施設工（３ヶ所、６台） 

 既設の10ヶ所の揚水・加圧機場をパイプライン化

に伴い 5ヶ所に統合し、台数はランニングコストの

低減と危険分散を考慮して、1ヶ所 2台とした。そ

こで、第1揚水機場、第2揚水機場及び江北新開揚

水機場の 3ヶ所のポンプを更新し、江北浜及び国坂

揚水機場の2ヶ所については、既に2台運転となっ

ており既設利用とした。 

▲改修された「第1揚水機場」 

８．工期及び総事業費 

 工  期 昭和55年度着手～平成3年度完了 

 総事業費 2,265,500千円 

 受益面積 726 ha（旧北条町 478 ha、旧大栄町 248 ha） 

末端制御システム図

散水制御盤

かん水センター

散水管理所

散水ブロック A=約0.6ha

既設末端施設 既設末端施設

←電磁弁←電磁弁

←既設手動弁

制御線

既設支線水路(φ150～100)
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▲自動化により順次散水される長イモ 

Ⅵ．施設の更新と担い手農家の育成（平成12～20年度）         

～ 畑地帯総合整備事業と地域の活性化 ～ 

１．事業の経緯 

農業用水を確保するため、昭和27年から整備されてきたかんがい施設も老朽化が進み、度

重なる漏水事故は、営農への大きな支障となり、将来にわたる安定したかん水に危機感を抱

くようになった。 

このため、北条砂丘地区のかんがい施設を総合的に更新し、施設機能の維持と安全性確保

を図るため、北条砂丘を３つの地区に分け、平成 12年度から北条砂丘下北条地区、平成 13

年度から北条砂丘大栄地区、そして平成14年度から北条砂丘中北条地区と順次「県営畑地帯

総合整備事業」として着手した。 

また、本事業と併せて、担い手農家の育成と農地利用の流動化を促進させるため、経営の



安定と地域営農を活性化させること目的とした「経営体育成促進事業（旧名称：担い手育成

基盤整備関連流動化促進事業）」にも取り組んだ。 

  

▲漏水による道路陥没        ▲石綿管の破損状況 

２．事業実施地域と面積 

      耕地 
地区名 

田 

（ha） 

畑 

（ha） 

樹園地 

（ha） 

計 

（ha） 
摘 要 

北条砂丘下北条 － 168.3 20.5 188.8 

北条砂丘大栄 － 189.5  8.9 198.4 

北条砂丘中北条 － 122.1 98.9 221.0 

計 － 479.9 128.3 608.2 

 

３．事業の概要 

(1)幹線水路施設(2,639ｍ) 

 国坂揚水機場から第2揚水機場までの2号幹線水路は、 

県営畑地かんがい事業で整備した施設を利用してきたが、 

整備後相当年数経過していることから、本事業でダクタイ 

ル鋳鉄管（φ800mm）に更新した。 

 また、各揚水機場に設置されていた除塵機（3ヶ所）に 

ついても、施設の老朽化が激しいことから本事業にて更新 

した。 

(2)支線水路施設(67,449ｍ)                 ▲幹線水路の更新工事 

既設の石綿管は老朽化が著しく、破損による作物への被害が深刻化していたことから、

本事業にてVP管に更新した。併せて、制御線を地中化し落雷による被害防止を図った。 

(3)末端水路施設(608.2ha) 

 既設の電磁弁は、既設の支線水路延長上に設置されていたため、その多くが畑地内部に

あり、維持管理面において支障となっていたことから、支線水路の更新と併せて、電磁弁

を道路脇に移設更新した。 

 



旧　施　設 新　施　設

施設更新イメージ図
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新設電磁弁
新設接続管(VPφ100)

スプリンクラー
（既設利用）

電磁弁設置用地
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(4)制御関連施設 

地区中央部のかん水センターで行っている集中監視制御システムは、耐用年数を経過し

ているばかりでなく、代替部品が製造中止となるなど、故障時の対応が困難な状況となっ

ていた。 

 しかし、制御施設全体の更新となれば、多大な事業費を要することから、本事業におい

ては、故障時の対応が極めて困難と診断された、制御盤（ポンプ制御盤2ヶ所、散水制御

盤9ヶ所）、直流電源盤（2ヶ所）、テレメータ装置（12ヶ所）の更新を行った。 

また、この整備と併せて、施設の維持管理上の課題となっていた、水量管理のための流

量計整備と落雷対策を実施した。 

(5)揚水機場(2箇所) 

 江北浜揚水機場、国坂揚水機場は、老朽化に伴い施設全体の更新が必要となっていたこ

とから、本事業において全面的に施設を更新した。 

(6)農道整備(1,501ｍ) 

 西園地区南部から長芋集出荷場までの輸送経路は狭小で、営農の支障となっていたこと

から、本事業で全幅5.0 m（車幅4.0 m）の道路に拡幅した。 

(7)暗渠排水(159.8ha)  

 既設の暗渠排水の老朽化に伴う吸水 

能力の低下により、降雨後の地下水位 

が上昇している期間が長くなり、作物 

の生育に支障となっていたことから、 

本事業により新たな暗渠排水を設置し 

た。 

 

暗渠排水
更新概要図

集水範囲200m

吸水渠
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管
φ100～300

200m200m

水の流れ

排水路へ

道　路

農　地



事業実施一覧表 

種  別 事業量 施工年度 摘     要 

幹 線 水 路 2,639m H14～17 DCIPφ800 

支 線 水 路 67,449m H12～19 VPφ350～150 

末 端 水 路 608.2ha H12～19 VPφ100～50,電磁弁80A 

制 御 施 設 1式 H17～19 

ﾎﾟﾝﾌﾟ制御盤2台,散水制御盤9台,直流電

源盤2台,ﾃﾚﾒｰﾀ装置 12台,監視操作卓 1

台,ﾃﾞｰﾀ処理装置1式,超音波流量計6台 

揚 水 機 場 2ヶ所 H15 江北浜,国坂 

農 道 整 備 1,501m H15～18 全幅5.0m(車幅4.0m) 

暗 渠 排 水 159.8ha H13～19 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ800～100 

４．工期及び総事業費 

      項目 
地区名 

工 期 
事業費 

（千円） 

受益面積 

（ha） 

北条砂丘下北条 H12～18 1,689,000 188.8 

北条砂丘大栄 H13～18 1,325,000 198.4 

北条砂丘中北条 H14～20 1,487,000 221.0 

計 H12～20 4,501,000 608.2 

Ⅶ．地域の発展に向けて                 

 昭和27年に始まった北条砂丘地区の土地改良事業も、基盤の整備から施設の自動化、そし

て施設の更新へと、それぞれの時代のニーズに沿った事業を展開し、平成20年度をもって事

業完了の運びとなった。 

 また、近年の農業従事者の高齢化、耕作放棄地等については、担い手の育成と農地利用の

流動化を促進する対策を講じることにより、農地集積、遊休農地解消等、一定の効果を得る

ことができた。 

 今後とも、これらの貴重な畑地かんがい施設の有効活用により、農業従事者の経営安定と

地域の発展に貢献することが期待される。 

作物別栽培面積の推移 

昭和26年度 

(当初作付計画) 

昭和41年度 

畑地かんがい 

完 了 直 後 

昭和58年度 

ほ 場 整 備 

完 了 直 後 

平成2年度 

か ん が い 

自動化直後 

平成19年度 

作目 
面積 

(ha) 
作目 

面積 

(ha) 
作目 

面積 

(ha) 
作目 

面積 

(ha) 
作目 

面積 

(ha) 

陸稲 193 葉タバコ 243 蔬菜等 214 蔬菜等 246 蔬菜等 326 

甘ショ 177 蔬菜等 182 長イモ 184 長イモ 172 ラッキョウ 100 

桑 118 長イモ 132 ブドウ 142 ブドウ 161 葉タバコ 83 

ブドウ 102 ブドウ 125 葉タバコ 134 葉タバコ 102 ブドウ 55 

スイカ 22 桑 68 ラッキョウ 79 ラッキョウ 44 長イモ 40 

計 612 計 750 計 753 計 726 計 604 

※蔬菜等・・・メロン、トマト、白ねぎ、里イモ、スイカほか 
※平成2年度の面積の減は、国道バイパス、県道、公園等の潰れ地による。 
※平成19年度の面積の減は、地域高規格道路、北条川放水路等の潰れ地による。 
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鳥取県中部総合事務所農林局     北条砂丘土地改良区 

〒682-0802 鳥取県倉吉市東巌城町2          〒689-2105 鳥取県東伯郡北栄町下神1108-1 

TEL.0858-23-3200 FAX.0858-23-3173          TEL.0858-36-2004 FAX.0858-36-2620 

管 理 主 体 事 業 主 体 

葉葉たたばばここ  

浜浜ボボウウフフウウ  

長長いいもも  

ららっっききょょうう  ぶぶどどうう  


